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中項目
評　価

　地元自治体である山陽小野田市からは、毎年、当該区間の早期整備要望
が寄せられており、事業推進にあたっての協力体制が整っている。
　また、歩道が未整備の区間があり、車両と歩行者が輻輳し大変危険であ
るため、地元住民からも早期整備が期待されている。
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　本路線は、山陽小野田市の中心市街地の南部に位置し、周辺には、ＪＲ
小野田線南小野田駅、須恵小学校、小野田中学校、小野田工業高校などが
立地しており、歩行者や自転車利用者が多いにもかかわらず歩道が未整備
の区間があるため、絶えず危険にさらされている。
　また、山陽小野田市通学路交通安全プログラムや令和３年度通学路合同
点検において、当該区間が要対策箇所に掲げられており、事業の必要性は
依然として高い。
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再評価項目調書

　本路線は、山陽小野田市の中心市街地を通過する幹線道路であり、国道１９０号から大規
模商業施設や臨海部の工場等へのアクセス道路として、重要な役割を担っている。
　しかしながら、当該区間の公園通り交差点は食い違い形状になっており、安全で円滑な交
通に支障をきたしている。また、周辺には駅や高等学校が立地し、歩行者が多いにも関わら
ず歩道が未整備の区間があり、歩行者や自転車利用者は危険な状況となっている。
　このため、自転車歩行者道の整備や交差点の改良を行うことにより、安心・安全な歩行空
間を確保するとともに交通の円滑化を図る。

○延長　L＝0.６km
○幅員　全幅1７.0m
　　　　（車道3.0×2＋3.0（右折車線）＝9.0m、自転車歩行者道3.5m×2＝7.0m）
○道路区分　　第4種第2級
○計画交通量　８，８００台／日

○自転車歩行者道の整備を行うことにより、児童、生徒をはじめとする歩行者及び自転車
　利用者の安全性が向上する。
　（歩行者219人/12h、自転車164台/12h（平成22年））
○交差点改良を行うことにより、交通の円滑化が図られ、日常生活の安全性・利便性向上が
　期待される。
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【評価指標】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止
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発生土については、現場内利用や他工事へ流用することによりコスト縮減
を図る。

　機能面や沿道利用の観点から、既存道路を拡幅する形で都市計画決定
（W＝17m、２車線）されており、代替案の検討の余地はない。

　事業費の増は、電線共同溝整備の実施や撤去工事費、測量試験費及び建物補償費の増加に
よる。

　用地補償の遅延及び電線共同溝実施に伴う設計・関係者調整に時間を要したことにより、
事業期間を令和８年度まで延伸する。
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コ ス ト 縮 減

　用地補償については概ね完了しており、今後、計画的な事業進捗が見込まれるこ
とから、引き続き、当該区間の整備を進める。
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 事業の必要性、整備効果を勘案し、事業継続が妥当と判断する。

○低騒音・低振動型の建設機械を使用する。
○排水性舗装により、交通騒音の低減を図る。
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死傷事故率の減少
　136.7件/億台・km（過去10年間（H22～R1）の平均）
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前　回

(基準年：　)

全体事業 全体事業 残事業

①事業費

②維持管理費

③その他

　総費用

費用便益比（B／Ｃ）

※　便益(B)・費用(C)は、算出した各年次の値を割引率を用いて現在価値に換算した合計額

今　回（再評価・再々評価）

備　考区分 主な項目

③交通事故減少便益

　総便益

費用
(Ｃ)

①走行時間短縮便益

便益
(B)

④その他の便益

②走行経費減少便益

(基準年：　　)

（単位：百万円）

当該事業は、歩行者等の安全で円滑な通

行を確保するために自転車歩行者道の整備

を行う事業であり、事業効果を正確に貨幣

価値化することが困難であるため、費用対

効果分析は行っていない。

効果発現の評価に際しては、事業実施前

後の比較を行い、その効果を分かりやすく

県民に示していく。
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都市計画道路新開作二軒屋線　街路整備事業
位置図

標準断面図
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※この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。
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